
平成２４年度 第１回 学校関係者評価委員会 議事録

鹿児島県立鶴丸高等学校

１ 日 時 平成２４年６月２０日 水曜日 １４：００～１５：３０

２ 場 所 本館２階応接室

３ 出席者 （計１７名）
(1) 評価委員 （５名）

・私立短期大学教授 ・公立中学校長 ・建築事務所代表 ・同窓会副会長 ・ＰＴＡ副会長
(2) 学校側出席者 （１２名）

・学校長 ・教頭２名 ・事務長 ・教務課主任 ・進路指導課主任 ・生徒指導課主任
・保健課主任 ・１学年主任 ・２学年主任 ・３学年主任 ・教務課副主任（記録係）

４ 会 順
(1) 校長あいさつ
(2) 本校職員紹介，評価委員自己紹介
(3) 「平成２４年度鶴丸高等学校関係者評価委員会」実施要項説明
(4) 学校の概況説明

平成２４年度学校経営方針及び概況について
各課の努力目標・主な取組（教務課，進路指導課，生徒指導課，保健課，事務課）
主な改善事項
その他（大学合格者数の過年度比較，部活動の主な成績）
ＤＶＤ「はろばろと」の視聴，学校案内パンフレット等について

(5) 意見交換
(6) その他連絡

５ 意見交換録
(1) 学習・進路指導について

ア １年生のＧＯ鶴セミナー（先輩の職場訪問）の形態を変更した事について，質問・回答がなさ
れた。変更についての理解は得られたが，従前の形態も生徒参加型で自主性を育成する良い機会
だったという意見があった。

イ 教員相互授業参観の実施状況やその効果について質問・回答がなされた。
(2) 生徒指導について

ア １年生の部活動開始時期を例年より早めた事について，その理由や実施後の状況について質問・
回答がなされた。

イ 服装容儀について，生徒同士が相互に点検し改善することは自主性を育てる効果があると評価
を得た。また，生徒による挨拶運動も小学校から実施しているので，高校でも継続して欲しいと
いう要望があった。

(3) 保健指導について
ア 健康面も自己管理ができる生徒を育てて欲しいという要望があった。

(4) その他
ア 教師は視野が狭く，社会人として地域や社会活動に貢献していないと聞く。教師は学校で教

えるだけでなく，自らも学ぶ姿勢を持って欲しいという意見があった。
イ 体育館改修に伴う授業や部活動の措置について質問・回答がなされた。
ウ 学校便り「鶴信」の内容が充実しており，参考になると評価を得た。

６ 今後の予定
(1) 第２回委員会（１１月）

授業参観
学校の現況報告（各課・各学年）
学習に関する調査結果報告
保護者・生徒・職員向けアンケート内容の検討
評価委員からの質疑・意見交換

(2) 第３回委員会（２月）
学校評価アンケートの結果説明
評価委員からの質疑・意見交換


